
全国花のまちづく り コ ンク ール

報告書

第3 5 回（ 2 0 2 5 年）



第35 回（ 2 0 25 年） 全国花のまちづく り コ ンク ール 受賞者一覧

1

恵庭市立恵み野中学校

群馬県立富岡実業高等学校 草花部
学校部門

奥川 きみ子

角所 誠司・ いづみ
個人部門

大賞（ 5件）

優秀賞（ 11 件）

花のまち 花く ら ぶ

まちづく り 宮ノ 下地区委員会

新川姫蛍と 花を守る会

あさ ごなでし こ の会

し ょ う ばら 花会議

特定非営利活動法人はかた夢松原の会

団体部門

武田薬品工業株式会社 京都薬用植物園企業部門

農林水産大臣賞

浦戸諸島「 海と 花の物語」団体部門

佐々木 裕哲個人部門

国土交通大臣賞

射水市市町村部門

名塩さ く ら 台景観緑化ク ラ ブ団体部門

文部科学大臣賞 学校部門 伊奈町立小針北小学校

奨励賞（ 6 件）

水戸イ ン グリ ッ シュ ガーデン ク ラ ブ

みつばち ガーデン ズ＆静岡市役所園藝部

小川お花畑ぐ る ーぷ

有限会社豆蔵企業部門

玉川村立須釜小学校

和歌山県立和歌山高等学校
学校部門

団体部門

応募者数　 924 件　（  市町村部門 6　 団体部門 604　 学校部門 201　 個人部門 72　 企業部門 41 ）
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プラ チナ賞 団体部門 鶉野中町花家族の会（ 入賞回数1 5 回）

特別賞（ 9 件） … 当コ ンク ールにおいて入賞回数が規定回数に達し た継続的な活動を特別に称えます

団体部門 名塩さ く ら 台景観緑化ク ラ ブ

個人部門 奥川 きみ子
（ 入賞回数1 0 回）

さ つき 福祉会 さ つき 障害者作業所

新川姫蛍と 花を守る会

横川第二公園園芸ク ラ ブ

団体部門

松本 茂治

房谷 弘之

佐々木 裕哲

個人部門

（ 入賞回数5 回）シルバー賞

ゴールド 賞

入選（ 57 件） 

嬬恋村市町村部門

団体部門

学校部門

個人部門

企業部門

し ら かわバラ の会 プリ ンセスローズク ラ ブ

上堀駅を愛する会 高岡市立醍醐公民館 花と 緑の推進部会 

市井自治会 花と 緑の銀行上市支店

東藤島おも てなし 花壇 美山を美し く する会 

天浜線 人と 時代を つなぐ  花のリ レ ー・ プロジェ ク ト  みく り や花と 緑の会

関田西高砂会・ 関田東高砂会 特定非営利活動法人田原菜の花エコ ネッ ト ワーク

堀切地区ボラ ンティ アの会 菰野町水土里の郷の会

コ ッ ト ン平野 さ つき 福祉会 さ つき 障害者作業所

シーマーク ス・ タ テニワ倶楽部 ガーデンフ ァ イ ブ

伊丹市フ ラ ワーリ ーダー同好会 8 期生 サポータ ーズガーデン

鶉野中町花家族の会 花てまり の会

横川第二公園園芸ク ラ ブ ふれあいガーデン「 く すな」 

北九州市立小嶺児童館 金田第一町内会

花畑３ 丁目 1 区町内会スマイ ルガーデン 黒肥地 1 0 区 みんなの花壇

宮城県加美農業高等学校 喜多方市立上三宮小学校 

五霞町立五霞中学校 館林市立第九小学校

長岡市立桂小学校 高岡市立成美小学校

三島市立東小学校 富士市立富士南小学校

菊川市立小笠北小学校 松崎町立松崎中学校

静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆松崎分校 尼崎市立上坂部小学校

明石市立清水幼稚園 学校法人野間幼稚園

みなべ町立高城小学校 認定こ ども 園 高見の森保育園

清水 貴久子 松本 茂治

滝澤 善隆・ 市子 服部 啓子

房谷 弘之 尾花 幸雄

寺尾 康男・ 桂子 松浦 さ つき ・ 千春

苅尾 安正・ 希美子

有限会社風のみどり 塾 株式会社金沢村田製作所

タ ニザワフ ーズ株式会社
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　 第３５回全国花のまちづく りコンク ールの総応募数は９２４件と なり、 昨年の６０５件より

３１９件増加しました。 自治体などからの協力も 増え嬉しいです。 コンク ールを 活動の記録

や励みと するなど、 気軽にご活用いただき たく お願いします。 部門別には市町村６件、

団体６０４件、 学校２０１件、 個人７２件、 企業４１件でした。 この度、 栄えある各賞を 受賞さ れ

ました皆さ まへ、 心からお祝い申し上げます。 そして、 花のまちづく り活動に取り組むす

べての皆さ ま及び日頃からこの活動を支えていただいている関係者 ・関係機関 ・団体など

の方々に心より感謝申し上げます。

　 浦戸諸島 「海と花の物語」 は、 ２０１１年の東日本大震災後、 全国から励ましの気持ちと共に花々の球根が届き、 その

花々で癒しと 活力が育まれた体験のも と に結成さ れた団体です。 島民が減少した桂島を 拠点に、 島外のメンバーが島

民と 協力して花による景観づく りを進め、 現在は約１，０００㎡の敷地に約１万本の花々が美しいフォトスポットと 共に訪れ

る人を 楽しませています。 活動者はメンバーのほか、 大学生や国内外の来訪者など年間約２００名にも 広がり、 創造性

豊かな楽しい活動が展開さ れています。 会の運営も 、 予定表の配布、 ブログでの活動報告、 総会を 開催し報告・計画 ・

予算を 審議するなど、 民主的になさ れており、 人口減少地域での地域振興モデルとして、 大変高く 評価さ れました。

　 佐々木 裕哲氏は、 １９９９年に自邸でアジサイの植栽を 始め、 ２００３年からオープンガーデン 「あじさ いの “恵紫園”」

を 通年開園しています。 各種媒体で、 関西あじさ い名所１１選の一つと して紹介さ れるなど、 同園は地域の観光資源

と して年々多く の人が訪れるよう になり、 20 24 年は４，０００人以上の来訪者がありました。 アジサイは、 日本の在来

種や園芸種など３２０種、 １，２００株を 鉢や地植えで育てており、 アジサイの盆栽仕立て、 土壌の違いによる発色の様

子など、技術を 伝える交流も 積極的にさ れています。佐々木氏と の交流を 通じて、地域では花壇づく りやオープンガー

デンが広がるなど、 その長年にわたる活動は花による地域の観光振興と して、 大変高く 評価さ れました。

　 射水市は、 富山県が花と 緑の県づく りを 進める推進母体と して １９７３年に設立した 「（公財）花と 緑の銀行」 の１５支

店の一つです。 ２００５年に５市町村が合併し、 現在の 「射水支店 （イコール射水市）」 と なりました。 旧市町村の枠を

越えた一体感を 醸成する手段の一つと して、花のまちづく りに取り組んでいます。 緑の基本計画の策定、花壇コンク ー

ルや市民の集いの主催、 「地方銀行 （市内小学校旧校下単位）」 への花苗配布、 活動費補助など、 各種の支援を 行っ

審査講評

コ ンク ール審査委員長  齋藤 京子

　 花と 緑の効用を 地域の環境づく りやコミ ュニティ づく りに活かす取り組みは、 一朝一夕にはできません。 先を 見据

えたプランを 作り、 花と 緑があふれる気持ちの良いと ころにしたいと の想い ・モチベーション ・仲間 ・資金があってこ

そ実現し、 継続でき ます。 長く 活動を さ れている市町村 ・団体 ・学校 ・個人の皆さ まの取り組みは、 素晴らしいも

のがあり、 継続を 支えるノウハウがそれぞれあります。 入賞回数に応じた継続的な活動を 特別に称える 「特別賞」の

受賞者が増えているのは嬉しい限りです。 一方、 ク ラウドファンディ ングによる活動の再興や、 地域外の有志による

活発なネットワーキング、 マンション居住者による共有スペースの壁面緑化装飾活動など、 状況の変化や居住環境に

応じた活動も 展開さ れ、 大変興味深く 思います。 また、 年々厳しく なる酷暑を 乗り切るために、 水やりや栽培管理

方法の工夫、 一年草中心ではなく 宿根草、 花木、 灌木、 樹木を 積極的に取り入れている事例が見られます。 今後

このよう な取り組みは益々重要になります。

　 全国花のまちづく りコンク ールは、 １９９０年に開催さ れた国際花と 緑の博覧会の基本理念 「自然と 人間と の共生」

を 継承しています。 ２０２７年に横浜で開催さ れる国際園芸博覧会の理念にも 共通する 「花のまちづく り」 活動を 一層

盛り上げていく ために、 多く の皆さ まのご理解と ご支援を よろしく お願いいたします。

花と 緑と 皆の力で今後どう し ていく のか ―プラ ンを練っ て着実に楽し く 活動する『 花のまちづく り 』 が展開さ れていまし た

大賞受賞者の注目すべき高く 評価さ れた取り 組み
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審査講評

ています。 最大の特長は、 長年にわたる 「花と 緑の銀行」 のフレームを 活かした、 射水市の継続的で意欲的な物心

両面の支援です。 これらの支援が、 各地域でポテンシャルの高い人材の育成と 活動の継続に繋がっていること が、

大変高く 評価さ れました。

　 名塩さ く ら 台景観緑化ク ラブは、 居住する分譲住宅地の空き 地や不法投棄が目立つ状況を 憂いた住民有志が、

20 14 年に 「まち を 美しく 元気にしたい」 と の想いで立ち 上げた団体です。 遊歩道などを 花木で美しい景観にするた

めの計画は、 綿密に練りあげられ、 行政事業と して採択実施さ れました。 その後も 栽培管理と 景観向上に努め、 新た

な計画を 着実に実現しています。 現在、 活動地は2,170 ㎡にわたり、 周囲の自然林に馴染む木々や花木、 宿根草等に

よる植栽が、 ローコスト ・ローメンテナンスで美しく 維持さ れています。 景観に惹かれ居を 構える方が増え、 住民が

朗らかに散策する姿も 見られます。 将来を 見据えた計画を 基に、 理想像を 着実に歩む同会の取り組みすべて が、 大

変高く 評価さ れました。

　 伊奈町立小針北小学校は、 バラのまちで知られる伊奈町にあり、 児童が地域資源を 活かして課題と 解決策を 考え

る学習活動と して、 20 23 年から 6 年生130 名を 中心に 「バラ栽培プロジェク ト」 に取り組んでいます。 自然循環を 取

り入れた土づく りを はじめ、 各自が担当するバラを 決め名前も 付けて、 慈しみながら 120 株以上を 育てていま す。

地域の方も 訪れる同校のバラ祭りでは、 活動紹介のほか、 児童が制作したバラを 用いたハーバリウムの販売なども

行っています。 収益は活動資金に充てら れ、 活動は 6 年生から 5 年生に引き 継ぎ式を 通じて引き継がれます。 バラ

を 核と したこの学習活動は、 今までに例を 見ない社会に開かれた画期的な活動と して、 大変高く 評価さ れました。

　 以上、 第35回を 迎えた全国花のまちづく りコンク ールの審査講評を 終わります。

鶉野中町花家族の会 団体部門  兵庫県加西市 

　 鶉野中町花家族の会は、 20 0 5 年に地域住民有志により活動を 開始し、 現在は70 ～9 0 歳代の約35 名が参加し

ています。 「地域の花づく りを 通して人の心に花を 咲かせよう ！」を テーマに、 花を 育てる活動のほか、 親子芋掘り

大会やオープンガーデンを 開催し、 子ども から高齢者まで世代を 超えた地域のコミ ュニケーション向上に努めてい

ます。 また、 旧飛行場跡や地下防空壕などの戦争遺跡を 整備 ・管理し、 平和学習の場と して活用するなど、 地域

の特性を 活かした花のまちづく りにも 取り組んでいます。 花のまち づく りコンク ール推進協議会は、 同会の継続

的な活動に敬意を 表し、 さ らなる発展を 期待しています。

プラ チナ賞

特別賞



　 私た ち の活動は、20 11

年の東日本大震災を 契機

に桂島で 始ま り ま し た。

震災直後、 全国からチュー

リップや水仙の球根が届

けられ、 被災地に咲いた

花々が人々の心を 癒し、

前を向く 力となったことが、 活動の原点です。 以来、 月3 回ほど

のペースで活動を続けており、 近年の参加者は延べ年間約20 0

名にのぼります。 継続的な取り組みにより、約1,0 0 0 ㎡の敷地

では四季折 、々 約 1万本の花が咲き誇るよう になりました。 活

動日には作業の前後に浦戸諸島の島歩き を 取り入れ、 島々の

魅力の再発見や地元の方々と のふれあいも 楽し んでいま す。

また、 メ ンバー以外の団体や大学生にも 参加いただき、 新た

な交流の輪も 広がっています。
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団体部門　 浦戸諸島「 海と 花の物語」　 宮城県塩竈市

活動のき っ かけ及び概要

大賞　 農林水産大臣賞

今後の展開

　 活動場所が離島であるため、 多く のメンバーは船での移動が

必要です。 船の運航は天候に左右さ れ、 予定変更を 余儀なく

さ れることも 少なく ありません。 夏場の厳しい暑さ や、 店や病

院のない環境下での作業には危険も 伴う ため、 安全管理には

特に気を 配っていま す。 それでも 、 参加者から 「楽しかった」

と 声をかけても らえること が、 私たちにと って何よりの励みで

す。 その一言が、 活動を続けるエネルギーになっています。

　 花のある景観は人々に安らぎを 与え、 島の皆さ んには地域

への誇りが育まれていると感じています。 活動を通じて地域内

外の交流が生まれ、 浦戸諸島の魅力を 知っても らう 機会も 増

えました。 環境省の 「みちのく 潮風トレイル」 のコースにも なっ

たことで、 国内外からの来訪者も 年々増加しています。

努力し ている こ と

活動の成果

　 今後も 、 花による景観づく りを通して浦戸諸島の魅力を発信

し、 世代や地域を 超えた交流を 促進することで、 島の活性化

を目指していきます。 全国から寄せられた花のご縁に感謝しな

がら、 花に込められた想いをつないでまいります。

受賞者から の活動紹介



今後の展開

６

個人部門　 佐々木 裕哲　 和歌山県有田川町

大賞　 農林水産大臣賞

　 1999 年、自宅裏の約 100 坪の庭にアジサイを 植え、 妻と と も に

趣味と し て 楽しんでいました。 旧吉備町 （現 ・有田川町）で は、コ

スモスによる花いっぱい運動が推進さ れており、 アジサイで参加

したこ と が活動の始まりです。 株数も 少な く 、 一日の見学者は

20 ～30 人ほどでしたが、 メ ディ アで紹介さ れたこと を きっかけ

に見学者が徐々に増加しました。 20 0 3 年からは、 オープンガー

デンと して一年中開放しています。

活動のき っ かけ及び概要

努力し ている こ と

　 日本古来の山アジサイや

西洋アジサイなど、 約 320 

種・1,20 0  株を 鉢植えや地

植えで育てており、 多品種

を 自然な 姿で 咲かせる こ

とを心がけています。 アジ

サイは土壌の p H によって

花色が変化するため、 肥料の施し方には特に注意を 払っていま

す。 毎年多く のアジサイ愛好家が訪れる中、 一人でも多く の方に感

動と満足を届けられるよう、 花の配色にも 細心の注意を重ねてい

ます。 また、 来園者には花づく りの魅力を 伝え、 「小さ な場所で

も 一緒に楽しみませんか」 と声をかけるよう 努めています。

　 有田みかんの産地と して知られる地域ですが、 観光資源は少

な く 、 アジサイ園に多く の方が訪れるこ と で地域の活性化につ

ながればと の思いで、 アジサイを 咲かせてきました。 夫婦仲良

く 元気に過ごせているのも 花のおかげです。 20 15 年頃の来園

者は、 地元中心の約 2,0 0 0 人でしたが、 20 25  年には 17 都道府

県から 6 6 4 人が訪れ、 総数は 4 ,5 4 7 人にのぼり ま し た。 SNS 

で も 評価が広まり、 「関西あじさ い名所 11 選」 の一つと して紹

介さ れるよう になりました。

受賞者から の活動紹介

活動の成果

　 大賞受賞を 機に、 花づく りの楽しさ がさ らに広がり、 「私も つ

く ってみたい」 「咲かせてみたい」 と 思う 方が増えるこ と を 願っ

ています。 花は、 ただ美しいだけでなく 、 人と 人、 人と 社会を

つなぐ力を 持っています。 その魅力を 伝えながら、 これからも

地道な活動を 続け、 花づく りを 通じた交流の輪を 広げていき た

いと 考えています。



受賞者から の活動紹介

７

大賞　 国土交通大臣賞

活動のき っ かけ及び概要

　 射水市は富山県のほぼ

中央に位置し、20 25年に

市制施行20 周年を迎えま

した。合併前は、5 つの旧

市町村それぞれが独自に

緑化推進活動を 行ってい

ましたが、合併を 機に、ひ

と つの「射水市」と して新たな活動を スタ ートしました。旧市町

村の活動の特色を 大切に受け継ぎながら、新たな風を 取り入

れ、花と 緑があふれる、より良い射水市の実現を 目指して、地

域一体となって取り組みを続けています。

今後の展開

市町村部門　 射水市　 富山県射水市

努力し ている こ と

　 市内各地に点在する花壇の魅力を 再発見し、互いに切磋琢磨す

る場として、毎年7月に射水市主催の「花壇コンクール」を開催して

います。地域の緑化担当者が中心となり、花苗・苗木・球根の配布

や花壇の造成・管理を 行い、射水市がその活動を 助成し、地域と行

政が連携しながら、 花壇づく りに取り組んでいます。 観光で訪れ

る方をはじめ、通勤・通学の途中に通る方々にも 癒しを 届けられる

よう 、各地域が心を 込めて花壇整備に取り組んでいます。

活動の成果

　 射水市では、保育園や介護施設で花に触れ合う 教室を 開催

し、福祉活動と と も に新たな担い手の育成にも 取り組んでいま

す。こう した活動は当初一部地域で始まりましたが、現在では市

内全域に広がり、花づく りを通じた世代間交流の場としても 定着

しています。花壇づく りの長年の積み重ねにより、花を育む文化

が根付き、県内でも トップレベルの花壇が複数存在するなど、地

域全体で主体的に取り組む風土が育まれています。

　 市制施行20 年を迎え、射水市の花づく り活動は成長期から成

熟期へと 移行しています。一方で、担い手の高齢化や人手不足

により、花壇管理の負担が増しているのが現状です。

 今後は、花に触れ合う 教室や花壇コンクールを通じて、若年層

が花に親しむ機会をさ らに創出し、市民はも ちろん、射水市を訪

れるすべての人が花と ふれあい、幸せを 感じられるまちづく り

を進めてまいります。



受賞者から の活動紹介

８

大賞　 国土交通大臣賞

団体部門　 名塩さ く ら 台景観緑化ク ラ ブ　 兵庫県西宮市

活動の成果

　 活動を 始めて不法投棄がなく なり、 花壇に隣接する空き 区

画はすぐに売れました。 夜には玄関灯がと も り、 昼間でも 歩

努力し ている こ と

　 活動場所は2,170 ㎡と 広く 、メンバーは20 名弱です。 月2 回

の作業で維持するため、 ローメンテナンスを 心がけています。

高木 ・中木を 中心に植栽し、 周囲に低花木や宿根草を 配置し

ていま す。 一年草は花期の長いも のを 少量にと どめ、 近年の

猛暑に対応する ため乾燥に強い植物を 選び、 冬は球根類を

活用しま す。 花の数が少なく ても 、 レイアウトを 工夫し、 さ り

げない美しさ と お洒落さ の演出を 心がけています。

今後の展開

　 大賞を いただいたこと で、 活動の機運が高まること を 期待

しています。 こ れまでメ ンバーだけで行っていた作業を 、 自

治会全体で取り組めるよう になれば、 整えた花壇が荒れるこ

と なく 持続でき ると 思います。 そして、 近隣住宅地のモデル

と なれるよう 、 行政への働きかけを はじめ、 淡路景観園芸学

校からの見学受け入れも 今後も 継続していきたいです。

活動のき っ かけ及び概要

　 20 0 8 年に市街地から

離れた名塩さ く ら 台に入

居しま した。 外周の遊歩

道は雑草が生い茂り、 建

築廃材や家電の不法投

棄、 不法駐車も 常態化し

ていました。 環境を 改善

したいと 市に花壇設置を 申し入れたと こ ろ、 個人では不可だ

が自治会なら許可さ れると のこと で、 20 14 年に自治会と して

「名塩さ く ら 台景観緑化ク ラブ」 を 立ち 上げ、 兵庫県の「県民

まちなみ緑化事業」 の助成も 申請し、 活動を 開始しました。

く のが怖かった場所が明るく なりました。 4 0 0 ｍ以上続く ボー

ダー花壇には散歩する人が増え、 地域の健康増進や防犯にも

役立っていま す。 現在の名塩さ く ら台は、 空き 家がほと んど

なく 、 若い世帯や子ども も 増え、 活気ある町になっています。



受賞者から の活動紹介
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大賞　 文部科学大臣賞

活動のき っ かけ及び概要

　 本校では、20 21年度よ

り校内花壇の再整備を 栽

培飼育委員会が進めてき

ました。この活動を基盤に、

20 23年度から6 年生を 中

心に「バラ栽培プロジェク

ト」と し て 、地域の特色で

ある「バラのまち伊奈」と 結びつけた実践体験型のPBL※を 展開

しています。バラ栽培を通して「自然との共生」や「まちづく りへ

の参画」を 学び、現在は120 株以上のバラを育て、地域の花文化

を子ども たち自身が担う 取り組みとなっています。

今後の展開

学校部門　 伊奈町立小針北小学校　 埼玉県伊奈町

努力し ている こ と

　 日々の水やりや観察、剪定を 通じて、子ども たち はバラの生

育の変化に気付き、学びを 深めています。農薬に頼らず育てる

ため、納豆菌・乳酸菌・酵母菌を 培養し、葉面散布で黒星病やう

どん粉病などの病気予防に取り組んでいます。また、校内や里

山公園で集めた雑草や落ち葉、JAから米ぬかを、地域の乗馬ク

ラブから馬糞をご提供いただき、堆肥づく りにも 挑戦し、資源循

環を取り入れた「持続可能なバラ栽培」を実践しています。

商品を企画・販売しました。収益は翌年度の肥料や資材購入に充

て、活動の自走化を 実現しています。地域の方々と の交流は、学

校と 地域を つなぐ架け橋と なり、子ども たちの主体性や表現力、

社会参画の意識を 高めていま す。こ う した取り組みは広報誌や

地域新聞でも 紹介さ れ、理解と 共感を 得ること ができました。

活動の成果

　 毎年秋には「小針北小バラまつり」を開催し、ポプリやハーバリ

ウム、CADソ フトで制作した3D プリンタ ー植木鉢など、多様な

　 現在、校内に20 周年記念ローズガーデンを 造成中で、完成後

は環境教育や表現活動に活かし、地域交流の拠点と しても 活用

予定です。また、3月に行う 5 年生への引き継ぎ式や、教員間で

の剪定技術の共有を 通じて、活動の持続性を高めています。今

後も 地域と の協働を 大切にし 、子ども たちが主体的に学び、環

境や文化を 守り育てる「まちづく りの担い手」と して成長できる

よう 、取り組みを発展さ せていきます。

※PBL：Pro ject-Based  Learn ing／課題解決型学習
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優秀賞

　 東神楽町の道道沿いに広がる植栽

帯を、 美しい景観に改良することを 目

的に、 住民有志による団体が20 20 年

に発足し ま し た。 現在は15 名が、 約

350 ｍの植栽帯と 50 ㎡の公園花壇を

中心に活動しています。 宿根草を主体

と した美しい植栽は、 環境に配慮しな

がら丁寧に維持管理さ れ、 町の景観向

上に貢献しました。 活動は町内に広く

浸透し、 花苗の提供など行政からの支

援も 受けながら、 20 24 年に新設さ れ

た 「はな のわガーデン」にも 活躍の場

を広げています。

　 厳しい気象条件の中でも 活動を継続

し、「花のまち東神楽町」にふさ わしい

景観づく りに取り組む姿勢が、 高く 評

価さ れました。

団体部門　 花のまち  花く ら ぶ　 北海道東神楽町

団体部門　 まちづく り 宮ノ 下地区委員会　 福井県福井市

　 19 9 3 年、一軒の農家が休耕田にコ

スモスを咲かせたこと が活動のきっか

けとなりました。 現在では地域の農家

組合が休耕田を 集約し、 まちづく り委

員会と 協働で、 国内最大級の17 ヘク

タ ールも の規模でコスモスを栽培して

います。 花の時期には手作りの「福井

コスモスまつり」を開催し、約3 万人が

訪れ賑わいます。 20 18 年に当コンクー

ルで 農林水産大臣賞を 受賞し た 後、

コ ロナ禍によ る 活動の一時休止を 経

て、20 24 年にコ スモスま つり を 再開

しました。

　 住民の高齢化や設備の老朽化と いっ

た課題を、 運営体制の刷新やクラウド

ファンディ ングで解決し、 こ れま で 以

上に住民が多く 参加・結束して地域の

花の活動と して盛り上げている点が、

高く 評価さ れました。
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優秀賞

団体部門　 新川姫蛍と 花を守る会　 大阪府高槻市

団体部門　 あさ ごなでし こ の会　 兵庫県朝来市

　 20 0 3 年から 22 年間、 会員 11名で

河川敷や庄戸公園、 府道沿いなど約

700 ｍにわたり緑化活動を続けていま

す。 かつて は桜150 本と 芝桜が咲く

散策路でしたが、 手入れが行き届かず

荒れてしまったこと を 憂いた代表が有

志を募り、整備に取り組みました。現在

で は、 桜や芝桜を はじ め四季折々の

花が咲き、 河川敷は地域の憩いの場

へと生まれ変わりました。 活動地付近

には陸生のヒ メ ボタ ルが生息し て お

り、 農薬を 極力使わず環境を 守り な

がら、 調査・保護や繁殖期の減灯を呼

びかける啓発活動を行っています。

　 丈夫で 育てやすい草花を 活用し て

散策路を 再生し、 ヒメボタ ルの保護活

動を長年継続してきた取り組みが、 高

く 評価さ れました。

　 朝来市の中山間地にある夜久野高

原「四季彩の丘」では、約6 ヘクタ ール

にわたり、 花によ るダイナミ ック で美

しい景観が広がっています。 かつては

放置さ れて いた土地で したが、 再生

計画者や行政な ど関係者の尽力によ

り、 写真映えする名所と して多く の人

が訪れるよう になりました。 この景観

維持を支えているのが、 朝来市のガー

デニング講座を 受講した地域住民 11

名によ り 発足し た 「あさ ごなでし こ の

会」で す。 同会は20 18 年から ボラ ン

ティ アで草取りや灌水などの管理作業

に取り組み、現在は35 名で、管理作業

のほか小学生の寄せ植えづく りの補助

なども行っています。

　 花による広大な景観づく りを 支え、

地域活性化に貢献する地道な取り組み

が、 高く 評価さ れました。
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優秀賞

　 20 10 年、 子ども たちの心を 花で癒

そう と 通学路や家庭へのプランタ ー設

置を 始めたこと を きっかけに、 行政の

協力を 得て団体が立ち 上がりました。

現在は庄原市の観光政策と 連携し、

8 4 名のメンバーが市内約30 カ所の個

人邸や公共空間で 「庄原さ とやまオー

プンガーデン」を開催しています。オー

プンガーデンを 通じて交流人口の拡大

や地域振興に努めるほか、 小学校や

介護施設で寄せ植え教室も 行い、 広

大な市域全体を対象に花のまちづく り

に取り組んでいます。

　 各ガーデンの質の高さ に加え、 地

域を 巻き 込んだ多様な活動と 、 「庄原

を 美しく 、 住んで訪れて楽しいまちに

し たい」と いう 熱意が、 高く 評価さ れ

ました。

団体部門　 し ょ う ばら 花会議　 広島県庄原市

団体部門　 特定非営利活動法人はかた夢松原の会　 福岡県福岡市

　 20 12年、 当法人事務所が面する国

道沿い約2kmで、 ゴミ の不法投棄や放

置自転車対策と してプランタ ーを 設置

し、 花を 植える活動を 開始しま し た。

潅水は沿道の店舗や企業、 住民が協

力して行い、 年2 回の草花の植え替え

には、 西日本短期大学緑地環境学科

の学生や市の花植えボランティアが参

加し、毎回約6 0 名が集まります。活動

によ り 沿道から ゴ ミ や放置自転車が

なく なり、 代わりに楽しそう に花の写

真を 撮る人の姿が見られるよう になり

ました。

　 20 18 年に福岡市が始めた 「一人一花

運動」にも 貢献し、 世代を 超えた地域

一丸の環境美化への取り組みが、 高く

評価さ れました。


